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第22回国際歯周内科学研究会学術大会 開催に寄せて

　会員の先生方におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。この度、令和
7年4月20日（日）に東京・両国のKFCホールにて、第22回国際歯周内科学研究会学術大会を開
催する運びとなりましたことをご報告申し上げます。私、代表理事であり、今回の大会長を務め
させていただきます塚本高久です。

　今回の学術大会では、歯周内科治療における「原点」に立ち返ることをテーマとし、時代の流
れを見据えた新たな知見を共有する場を目指しています。これまでの学術大会以上に、スマート
で効率的な運営を心がけ、会員の皆様にとって意義深い時間となるよう準備を進めております。

　当日は、豪華な講師陣をお迎えして、充実したプログラムをお届けします。元NHK科学・環
境番組部専任ディレクターであり、「ためしてガッテン」のプロデューサーとしてもご活躍され
た北折一先生には、分かりやすく魅力的に歯周病の基本を伝える講演をお願いしています。また、
鶴見大学名誉教授であり、アジスロマイシンの研究で世界的に知られる五味一博先生には、これ
までの研究成果と今後の歯科界への期待についてご講演いただきます。さらに、当研究会理事で
ある中野真紀先生からは、歯周内科の現状とこれからの活動方針についてお話しいただきます。
どの講演も、会員の皆様にとって新しい発見や学びに満ちたものとなるでしょう。

　また、4月19日（土）の前日には懇親会を予定しております。講師の先生方や賛助企業の皆様
もご招待しておりますので、講演とは異なるカジュアルな場での交流をお楽しみいただければと
思います。

　東京での開催は、交通アクセスの利便性に加え、事務処理の効率化や理事・評議員の負担軽減
を考慮したものです。皆様にとって参加しやすい環境を整えることが、研究会の発展につながる
と信じています。

　最後になりますが、本大会を通じて、歯周内科治療のさらなる発展と、会員の皆様の実りある
交流を実現する一助となることを心より願っております。多くの方々のご参加をお待ちしており
ます。

　どうぞよろしくお願い申し上げます。

塚本　高久一般社団法人 国際歯周内科学研究会
代表理事
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「見えます！魅せます！
              あなたの知らないペリオの正体！」

　すみません。由緒ある学術大会史上、たぶん最もくだけた抄録になっちゃいますこと、まず

はお詫びでござります。だって、「従来型の縛りを崩す」のがぼくの役割なんですもん…お許し

を<m(__)m>。

　長い間ただ歯を治す人と思われてたのに、なんと糖尿病を劇的に改善させたり認知症を防いだ

り、寝たきりの人を畑仕事ができるまでに回復させられるのが歯科なんだと、ようやく理

解が進んできましたね…なんですけれども。。。。。なんかね、まだまだ地域のじいさまばあさ

ま・とーちゃんかーちゃんにはそれが浸透してる実感がないという方、多いんじゃないでしょう

か。

　そこで今回、医療者でもなんでもない「元テレビ屋」が、「歯周病の伝え方」について語りま

す。もちろん専門家の皆さんは「ペリオの正体はアンタより知ってるよ」と思われるかもしれま

せん。そこですね、問題は。だから伝わらない。そー考えたほうがいい理由と、じゃあどうし

たらいいかのヒント。それを思いっきり語ります。そもそも「ペリオ」って言葉そのものに問題

大アリですしね。できれば院内で飛び交う「あの言葉」も、法律で禁止してほしいくらいだと、

ぼくは考えてます。

　そんな現状だからこそ、たぶん世界初の「歯周病冒険コミック」まで出させていただきまし

た。コロナで待合室から本が消えさっぱり売れなかったんですが（泣）、なんとこの夏に出る第

2巻では「糖尿病・認知症との関連」までマンガでわかっちゃいます。実はジンジバリス、案外

気さくないいヤツ？だったりもして…。

　あ、せっかくの機会なので、今話題の「ナッジ理論」についても。厚労省が推しまくりで国

家試験にも出ちゃうんで、保健師さんや栄養士さんは１００％、基礎知識をお持ちです。が、歯

科医師さん・歯科衛生士さんの研修会で「ナッジについて知ってる人は？」と聞いても、ほとん

ど手が挙がらないのが現状。

　ナッジとは行動経済学の用語で、「相手の行動をちょいと促す」という意味。それを「商業活

動だけじゃなく健康促進に応用せよ」って話になってるワケですね。実はぼくが丸１８年も担当

していた「ためしてガッテン」は、当初からめっちゃナッジ活用しまくりだったおかげで、国民

的人気番組にまでなっちゃったのです。その極意は、ひらがな４文字が２つ。たったそれだけ。

　時間があれば、全国の歯医者さんが続々と成功したダイエットの秘策についても語っちゃ

うかも。もちろん、ナッジを使ったやり方です。どうぞお楽しみに！

北折　　一 先生元NHK科学・環境番組部専任ディレクター
「ためしてガッテン」演出担当デスク

招待講演１招待講演１
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●北折　　一（1964年2月生まれ　愛知県出身）

元NHK科学・環境番組部専任ディレクター/「ためしてガッテン」演出担当デスク　

　

１９８７ 名古屋大学文学部（社会学専攻）卒業、NHKに入局　

 静岡放送局などを経た後、

　　９５～ 「ためしてガッテン」立ち上げに参加。以来「NHKスペシャル」１本を　

 除き、丸18年間、一貫してガッテンの制作にあたる。

２０００ マスコミ界初の「消費生活アドバイザー（経済産業大臣認定）」資格取得。

 消費者（視聴者）の立場から見て本当に有益・有効な商品（番組）とは何かを

 追求し続ける。

２０１３ NHK制作局の方針変更に失望し１０月末日でNHKを退職（辞めてよかった！）。

 現在は、おもに健康教育の分野で講演・執筆活動を行う。

【著書】「最新版・死なないぞダイエット」ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　　　　「食育！ビックリ大図典」東山書房

　　　　「死なない！生きかた　～学校じゃあ教えちゃくれない予防医療～」東京書籍

　　　　「ネットで見たけど、これってホント？①～③健康・食・生活のメディアリテラシー」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少年写真新聞社　ほか

　　　　「説明のプロに聞く！メインテナンスの重要性をわかってもらうには！？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クインテッセンス出版

　　　　「出た出た！デッター号　～歯抜けのナゾを追え～」（少年写真新聞社）

　　　　「医療・健康支援に関わる人がナッジを知りたいと思ったときに読む本」（共著）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本家族計画協会　ほか

【DVD】

　　　「伝え方の極意を学ぶ　どうして私の言うことを聞いてくれないの？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２枚組１８０分　　　東京法規出版　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【参考文献】

　　　月刊「歯科衛生士」２０２３・８月号～連載中

　　「もっと伝わるパワポテク」クインテッセンス出版

　　　月刊「小児歯科臨床」２０２１・２～連載１０回

　　「正しいという名の間違い」東京臨床出版

　　　月刊「アポロニア２１」２０１７・10月号　日本歯科新聞社
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「歯周薬物療法の総まとめと
　　　　　オーラルセルフメディケーション」

　これまで、歯周病は細菌感染症であるにもかかわらず歯周病治療に抗菌薬等の積極的な応用は

行われてこなかった。しかし、薬剤の特性を理解し応用する時期を十分に考慮することで効果的

な歯周病治療が行えることは明らかである。特にアジスロマシンは抗菌作用だけでなくファゴサ

イトデリバリーやバイオフィルム形成抑制、破壊作用によるバイオフィルムのコントロール、歯

肉組織におけるコラーゲンの合成抑制と分解促進による歯周ポケットの減少作用などの種々の作

用により、歯周組織の炎症を改善し、安定した細菌叢を獲得することが可能であることが示され

てきた。我々はこれまでに歯周薬物療法を行うことで、極めて短期間に歯周炎の大幅な改善が認

められることを報告しているが、歯周病を有する糖尿病患者に対し歯周薬物療法を行うことで、

早期に糖尿病の病態の改善が認められるという新たな知見を見いだした。本講演では歯周薬物療

法の総まとめとしてこれまでの研究について分かり易く説明を行いたい。

 歯周薬物療法により安定した細菌叢を獲得しても、十分なケアを行わなければ元の歯周病原菌

が多い細菌叢に戻っていくことが考えられる。如何に安定した細菌叢を維持するかが問題となる

が、そのためには日々の口腔ケアにおけるオーラルセルフメディケーションが重要となる。

WHOはセルフメディケーションを推奨しており、その定義を 『自分自身の健康に責任を持ち、

軽度な身体の不調は自分で手当て（市販薬等の応用）すること』 としている。これを発展させ

適切な殺菌薬などを利用しながら口腔の管理や予防を行うことがオーラルセルフメディケーショ

ンである。オーラルセルフメディケーションを効果的に行うためには、洗口液などに含まれる薬

剤の性質や使用法を十分に理解することが必要である。しかし、オーラルセルフメディケーショ

ンとしての洗口剤・歯磨剤のセルフケアへの積極的な導入については、残念ながらこれらを指導

する立場にある日本の歯科医師や歯科衛生士の意識が伴っていない感がある。

皆様には効果的な抗菌薬を用いた歯周薬物療法とオーラルセルフメディケーションについてご理

解いただき、さらなる国民の口腔ならびに全身の健康維持増進につなげて頂きたいと考える。

五味　一博 先生鶴見大学歯学部
名誉教授

招待講演２
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●略歴
　五味一博
　1981年 鶴見大学歯学部卒業

　1981年 同大学歯学部大学院歯学研究科入学

　1985年 同大学歯学部大学院歯学研究科修了

　1985年 鶴見大学歯学部歯周病学教室助手

　1991年～1992年　カナダ,トロント大学歯学部生体材料学講座留学

　1996年 鶴見大学歯学部講師

　1997年 鶴見大学歯学部助教授

　2006年 鶴見大学歯学部准教授（名称変更）

　2011年10月 鶴見大学歯学部歯周病学講座教授

　2020年4月～2022年3月　鶴見大学歯学部附属病院長

　2024年 鶴見大学名誉教授

●著書
　2020年 吉江弘正、二階堂雅彦、畑めぐみ編集　五味一博他著 
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「歯周内科の現状と今後の活動方針」

　私たち国際歯周内科学研究会は2001年９月に生田図南先生によって設立されて以来、「歯周

内科治療を世界に広め、ペリオのない社会を実現する」ために活動している研究会です。

　春には学術大会、秋には秋季カンファレンスなどの学術イベントを開催。他にも歯科医師や歯
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も連携しながら位相差顕微鏡検査を用いた歯周病治療「歯周内科治療」を正しく伝える活動だけ

ではなく、臨床で必要な知識のアップデート、スキルアップのためのセミナーなど多岐にわたる

活動を行っております。

　昨今では、歯周病菌が様々な病気を起因するというエビデンスも多く取り上げられ、歯周病診

断のストラテジー（１９９９年医歯薬出版）によると「歯周病の審査・診断はこれまでの方法に

生化学的、生物学的なものが加わり歯周局所から全身との関わりに視点がおかれ、また、治療は

原因の 機械的な除去に加えて薬剤による治療など歯周治療に『歯周内科』（periodontal　med-

icine）とも表現できるほどの領域が台頭してきている。」と記されています。

　また、歯周外科から歯周内科へというタイトルで「歯周病治療では、機械的な汚染物質の除去
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　今回は、歯周内科治療の普及に努め、全国各地の会員歯科医院で多くの歯周病に悩む患者様を

この治療で救うことができるよう

　　１．歯周内科研究会の発足の歴史

　　２．歯周内科の最新情報について

　　３．マスターコースについて

　　４．歯周内科における衛生士の役割について

　　５．衛生士部会の活動について

　　６．歯周内科の今後について

　などをご報告させていただきます。

　　福岡県出身
　　九州歯科大学卒
　　国際歯周内科学研究会　理事　衛生士部会長
　　医療法人社団　花咲　あすはな歯科

中野　真紀 先生国際歯周内科学研究会 理事 衛生士部会長
医療法人社団 花咲 あすはな歯科医院 理事長

理事講演理事講演
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　歯周内科治療を行う上で、患者の途中離脱は医療従事者として悔やまれる。途中離脱を防止するに

は、医院全体で取り組みや工夫が必要であると考える。途中離脱防止には何が必要とされているのか。

どのような関わり方が効果的であるのか。歯周病に完治が無いことから、治療後メンテナンスへ来続

けてもらうには何が必要とされているのか。医院の課題として追求した。『患者のなりたい自分（口腔

内）に向かって、医療従事者は伴走する支援者でいる』ということが追求してたどり着いた答えである。

支援者は『歯磨きしてください！』『お薬飲んでください！』の一方通行な関わり方ではなく、『なぜ歯磨き

が必要なのか？』『なぜお薬が必要なのか？』コミュニケーションを通じて、患者自身に気づきを与えて

いく。患者自身で気づきを得て心が動くと、こちらが必要以上に言わずとも、患者に行動変容が見受け

られる。患者自身がなりたい自分に向かって自走する事で、むとう歯科医院では歯周内科治療の途中

離脱が非常に少ない。また、患者だけではなく、私たち自身も歯周内科治療を通じ、患者から気づきを

得ている。歯周内科治療を行う上で、お互いに気づきを与える取り組みや、工夫について発表する。

●医療法人幸創会むとう歯科医院●

ポスターセッション演題

○ 萬谷　　梓・市川奈々未・扶滋倉美咲

●国際歯周内科学研究会　歯科衛生士部会●

歯周内科治療を通じてスタッフと
　患者さん双方に気づきを与えるむとう歯科医院での取り組み

　歯周内科治療を進めるにあたり「歯ブラシ」は必須アイテムである。

現状、多種多様の「歯ブラシ」が上市されておりその選択については各歯科医療機関での裁量に任され

ている。今回、当歯科衛生士部会では情報共有と歯周内科治療の更なる向上を目的に、協力を得られ

た10の歯科医院から『①仕入れ先　②納入価格　③販売価格　④商品名　⑤歯ブラシの特徴』につ

いて比較しまとめた。協力を得られた各歯科医院の採用情報を共有することにより新たな知見が得ら

れ、より良い採用基準の構築を可能とすることが出来た。各商品については各々のメリットが紹介され

ており、使用者に合った選択の幅が広がり、さらなるブラッシングの効果が期待できると考えられた。

今回の調査では歯周内科治療は歯科衛生士が主役の治療であることから患者様に対するセルフケア

の指導、及び定期メンテナンスに加え使用するツール（歯ブラシ等）に対しても目配り・気配りを実施し、

日々新しいエビデンスの獲得を心かけるべきだと再認識できた。

○ 佐々木聖子

歯周内科治療時に使用する歯ブラシの考察
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　近年、医療と歯科が協力し合い、患者の健康を包括的にサポートする取り組みである医科歯科連携

が注目されています。医科歯科連携により、病気の早期発見・予防、治療の質の向上、患者さんの生活の

質の向上が期待されています。

　当院では患者さんの口腔と全身の健康のために、初診時の問診から全身疾患を患っている方は治

療計画によっては対診を取るようにしています。　

　また、糖尿病と歯周病は密接に関連していると言われており、相互に悪い影響を及ぼします。当院の

歯科衛生士・管理栄養士は糖尿病のより深い知識を習得し、口腔内改善だけでなく生活指導ができる

ようになるために数年前から糖尿病療養指導士資格取得を目指し取り組んでいます。昨年度も更に4

名のスタッフが資格を取得しました。生活指導を行うにあたり、内科の先生との情報のやり取りは非常

に重要なものだと感じています。

　今回は初診時に糖尿病のコントロールが不足していた方が歯周内科治療を進めていく上で、糖尿

病・歯周病共に改善が見られた症例として発表させていただきます。

●若林歯科●

ポスターセッション演題

○ 濱口真由美・山脇　明夏

●医療法人T&C　塚本歯科クリニック●

糖尿病患者の医科歯科連携の症例

　抄録　歯周病患者に対して歯周内科治療を行った際、骨吸収の改善が認められるケースは多いが、

改善が見られない症例についてはこれまで十分に注目されてこなかった。従来、歯内療法や咬合、補綴

などが改善を妨げる要因として取り上げられている一方、セメント質に関する問題はあまり言及され

てこなかった。しかし、歯周内科治療後に骨吸収が改善されない症例では、セメント質剥離やセメント

質肥厚といった病的なセメント質の問題が潜在的な原因として関与している可能性が考えられる。本

報告では、骨吸収の改善が見られない症例に対し、臨床的な検討を行い、セメント質の異常が治療成果

に与える影響について考察を加える。これにより、歯周内科治療においてセメント質の異常に対する理

解が深まり、適切な改善方法が今後の治療において重要であることを再確認するとともに、歯科衛生

士によるSRP（スケーリング・ルートプレーニング）など縁下へのアプローチにおいてセメント質に対

する対策を検討し、今後の研究や臨床実践に向けた方向性を示唆することが期待される。

塚本　高久・佐藤明日香・山上　里菜
堀口　真紀・纐纈由美子・武田優佳里

歯周内科治療後の骨吸収改善されない症例に対する一考察
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国際歯周内科学研究会の活動報告（2024年（R6）1月～12月）

●２月25日（日）公認経営セミナー
　「デジタル活用と歯科医院DX」

●４月２日　　新美　卓也　先生評議員就任
 　　　　　　　武藤　昭紀　先生評議員就任

●４月21日（日）第21回国際歯周内科学研究会　東京学術大会　（後日オンデマンド）
　演題「歯周病を全身疾患として捉え始めた医学界」
　　　～糖尿病からアルツハイマー病まで～
   糖尿病専門医、医学博士　西田　　亙　先生

　演題「歯周病と全身の関連これからの医科歯科連携」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かすもり・おしむら歯科・矯正歯科・口腔機能クリニック

   院長　押村　憲昭　先生

　演題「訪問診療における位相差顕微鏡とリアルタイムPCRの活用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  国際歯周内科学研究会　常任理事　

   医療法人生南会　生田歯科医院　理事長　生田　図南　先生

●９月１日（日）公認経営セミナー
　　　　　　　　「若手開業歯科医師のための経営セミナー」

●９月１日　井原　雅人　先生副代表理事辞任、理事就任
　　　　　　山下　剛史　先生副代表理事就任

●10月４日　高松　朋矢　先生評議員就任

●10月20日（日）第16回秋季カンファレンス
　演題「時代に要求される普遍的（総）義歯治療の要点」
   岡山大学　名誉教授　特任教授　みらい歯科　皆木　省吾　先生
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４２ 
９１ 
７８ 
１７９ 
１０６ 
１８ 
１２ 
１０ 
１１ 
４ 
２１ 
２９ 
３７ 
１６５ 
２９ 
１７ 
２３ 
１４９ 
１０１ 
２８ 
８ 
１９ 
１０ 
２３ 
５１ 
２４ 
１８ 
１５ 
３８ 
６ 
８３ 
２０ 
２３ 
２８ 
２４ 
１３ 
１６ 
３３ 

１,８９６ 

歯科医院数 研究会会員数

会員県分布図

令和6年10月末現在
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